
道内自治体のオープンデータ
の現状
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北海道のオープンデータを公開している場所
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北海道及び道内市町村がオープンデータを公開しているWebサイトは次のとおり

①北海道オープンデータポータル（HARP）

②北海道オープンデータプラットフォーム（HODaP）

③データスマートシティさっぽろ（札幌市）

④各市町村のホームページ
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① 北海道オープンデータポータル（HARP）
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① 北海道オープンデータポータル（HARP）

2021年6月現在、北海道と49市町村が参加
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② 北海道オープンデータプラットフォーム（HODaP）
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② 北海道オープンデータプラットフォーム（HODaP）

2021年6月現在、ポータルを使えない市町村と民間のデータも掲載可能

道内のバス会社の
GTFSデータを公開
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③ データスマートシティさっぽろ
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2021年6月現在、66市町村がオープンデータを公開



これまでのオープンデータの進め方
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1つでもいい、オープンデータを出そう
PDFでもいい、オープンデータを出そう
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ひとまず
「オープンデータを始める」ことで

データを公開しやすくなるのは確かです



出典：金剛山登山道 Flickr

しかしこのままだとPDFや神Excelの
使えないデータが増えていくだけ
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PDF

砂利道ばかり増やしても
利便性は良くならない



出典：金剛山登山道 Flickr

質の悪い道（データ）ばかり増えてもダメ。
きちんと便利に使える道（データ）が必要。
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PDF
機械判読
可能なデータ



今後のオープンデータの進め方
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① オープンデータを始めて無い市町村

② すでに始めている道や市町村

2つのアプローチで進める必要がある
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まだオープンデータを
始めていない市町村は、
まず始めることが大事

① オープンデータを始めて無い市町村
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まだオープンデータを
始めていない市町村は、
まず始めることが大事

① オープンデータを始めて無い市町村

総務省北海道総合通信局と協力しながら
研修会など実施し、オープンデータ開始市町村を増やす
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② すでに始めている道や市町村

PDFや神Excelではなく
機械判読可能なデータを増やしていく
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② すでに始めている道や市町村

PDFや神Excelではなく
機械判読可能なデータを増やしていく

というか、
これを標準にしていく
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なぜ、機械判読可能なデータが
公開されないのか？
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課題１
データの作成、公開に手間がかかる
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変換に手間が
かかるよ・・・

PDFは
印刷するだけ！
こっちがいいよ

CSV

多くの場合、紙やPDF等で提出された書類をExcelで管理

現
状

作成するのが楽なPDFで公開されるのは必然

現状の仕組みでは、機械判読可能なデータを
前提にしていないため、作成・公開に手間がかかる
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理
想

CSV

データ
ベース

デジタルデータをデータベースに記録

必要なデータが自動的に
オープンデータになり公開

印刷しやすいPDFを
ホームページに公開

公開情報

自動的にデータが
更新されてる！

機械判読可能データを手間無く公開するためには
それを前提とした仕組み作りが必要

申請データ
など

必要なデータを
取得
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課題２
機械判読可能なデータを出すメリットが
わからない
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変換に手間が
かかるよ・・・

PDFは
印刷するだけ！
こっちがいいよ

CSV

多くの場合、紙やPDF等で提出された書類をExcelで管理

現
状

作成するのが楽なPDFで公開されるのは必然

現状の仕組みでは、使いやすいデータを出すのに
めちゃくちゃ手間がかかる
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データを出すことで

自治体職員がメリットを感じられる
仕組み作りが必要
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事例1 生活衛生、食品衛生関係施設一覧
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• 生活衛生、食品衛生関係施設一覧は、情報公開請求が非常に多い
情報
（故にオープンデータ推奨データセットとなっている）

• 平成30年は1690件あったが、令和元年にオープンデータとするこ
とで、令和元年471件。令和2年491件に減った。

• オープンデータに足りない情報があったため、一定数の請求が
残っていたが、今後は足りなかった情報も含め公表する予定ため、
情報公開請求はほとんど無くなると思われる。

事前に必要な情報を公開しておくことで、
事務処理の手間を削減した
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事例2 ホームページの自動更新
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毎日ホームページの情報を更新する必要あるものは
機械判読可能な形式でオープンデータにしておくと、ホームページの自動更新が可能

新型コロナウイルス感染症に関するデータ

自動更新

北海道のホームページオープンデータポータル
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メリットが増えれば
使いやすいデータが増えてくるかも・・・



北海道のホームページのオープンデータ化
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今週から北海道
のホームページが
リニューアル

下にスクロール
すると・・・
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CC-BYの
マークが！

北海道のホームページは
基本的にオープンデータに
なりました
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道内の市町村では

函館市 森町 上砂川町

室蘭市

のホームページが
オープンデータとなっている
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情報公開＝オープン（開放）

これを当たり前にしていく第一歩

ホームページのオープンデータ化は



データ利活用WGに期待すること
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• 地方自治体が期間判読可能なデータを公開しやすい方策の検討

• 民間ニーズを把握した効果的なデータ公開の方法
（北海道オープンデータ官民ラウンドテーブル）

• オープンデータの活用事例の創出
（オープンデータアイデアソン・ハッカソン）
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おわり


